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　 酒粕 を利用する キ ノ コ の 培養 （第 1報 ）

（神戸 大　自然科学研究科）　 ○ 川 窪淳子 、 　 新家　龍

【目的】酒粕 は 清 酒醸 造 の 過程 で 生 産 され る副 産物 で あ る が 、 現在 に お ける

その 用 途 は 限 ら れ て い る 。 この た め 、 酒粕の 薪規利用方法 を開発する こ とは

重 要で あ る と考 えた ＊
。 そ こ で 、 本研究で は 、 酒粕 を微生物の 培地 と して 有

効利用す る こ とを 目的 と し 、 そ の 利用方法の
一

つ と して 食用 キ ノ ロ の 培養を

試み た
。

1方法及 び結果 1供試菌株は 、 食用 キ ノ コ 5 種類 、 ア ラ ゲキ ク ラゲ 、
エ ノ キ

タ ケ 、
ヒ ラ タ ケ 、 ナ メ コ 及び シ イ タケ を用い た 。 まず 、 酒粕 を滅菌 した固体

培地 、 酒粕 に水 と寒天 を加 えて 滅菌 した 寒天培地 及 び酒 粕 に水 を加 えて 滅 菌

した液体培地 をそれ ぞれ調製 し 、 上 記 5 菌株 の 菌糸の 生 育 を調 べ た 。 そ の 結
果 、 ヒ ラ タケ の 生育が 最 も良好 で あ り、 つ い で シ イ タケで あ っ た 。 次 に 、 生
育の 良好で あ っ た ヒ ラ タケ と シ イ タケ につ い て 液体培地 、 振 と う培養で の 培
養条件 を検 討 した 。 その 結果 、 1 ％及び 2 ％ 酒粕 を含 む培地 で 、 最初 白濁状
態の 培養液が 菌体 の 生 育 と と もに 透明 に な っ た 。 また、前培養 の 条件 で オ ガ

ク ズ に生 育 させ た もの を用 い た場合 と寒天培地 上 に生 育 させ た もの を用 い た

場合 とで は 、 得 られ た菌体 の 形状が 異な っ て い た 。 現 在、 さ らに 培養条件の

検討 を行 うと と もに培養液 の 分析 を行 っ て い る 。

＊ 川窪 ら ：平成 3 年度 日本発酵工 学会大会講演要 旨集 （p。233 ）
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　 網 的］M ．　a ’pina　IS −4 の A12 　TC飽和化酵蘖 （DS ｝欠撮変異綜である Mut 略8 が 、　co9

系の 脂肪酸 しか生合成せ ず 、 特に ミー ド酸 （2◎：3ω 9，MA ）を蓄穫する ことを報欝 した 

今園 、 Mut48 を親株と して変翼処理するこ とに よ り舗A葛 生薩株の厳鶴を試みた。

　 匿方法 、 縮果】Mut48 をニ ト鬮 ソ グア ニ ジ ン処理 し、　MA 生産能 が MUt4g よ り上 興

した変異株 M2   昏 7 を簿た 。 轜209 彳秣 をグル コ ース 4％ 、 酵蹄 ヱ キ ス櫑 の 培地 で螻養

する と、 t，65　g ／L （親株の約芝穡）の MA を生麓し、 薦体中の総脂飜酸に占める割合は

28．9 ％ となっ た 。 Mut48 、
　 M209 −7 の両株 は蟄養初期に MA の髄駆体 と蝨るオ レ イン

酸 を藩量薯稜するが 、 M209 −7twで は 籥穫 した オ レ イ ン 酸は親輪の 総3僑の 邃度で消 費

された。 両株に つ い て ［｝S の澑疊 を比較 した とこ ろ、M209 −7 樵は ム6心 S の話性が約

1，4倍上興 して い た。 M2 ◎9−7株 の駐瞹 の 約 9  ％は トリア シル グ リセ ライ ド｛署G ）であ り 、

MA の 約 9G％は TG に存雹 して い た 。　　　　　　　　　　（脅規サ ン トリ
ー生物匿薬研）
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